
２０１０年８月３１日

社団法人 日本ガス協会

社団法人日本ガス協会（会長：鳥原光憲）は、２０１０年度「ガスと暮らしの安心運

動」を実施します。

「ガスと暮らしの安心運動」は、ガス事故防止を目指したお客さまへの安全周知活動

として、１９５７年（昭和３２年）に「ガス安全使用月間」という名称でスタートしま

した。その後１９９７年に「安心ガスライフ２１運動」と改称して活動を継続してきま

したが、今年度、より一層お客さまと一体となった運動を進めることを目指し、「ガス

と暮らしの安心運動」に名称を変更しました。

今年度は、お客さまがガス設備やガス機器の安全な使用方法等をより身近に感じてい

ただけるよう、子どもたちに人気のアニメ「名探偵コナン」のキャラクターが登場する

チラシ等を活用して、安全周知活動を実施してまいります。

取り組み内容につきましては、９月１日から日本ガス協会のホームページにて、掲載

します（http://www.gas.or.jp/）。
また期間中にはホームページ上にて、抽選で名探偵コナングッズが当たるガスの安全

な使用に関するクイズも実施します。

日本ガス協会では、これからもお客さまが安心して都市ガスをお使いいただけるよう

に、ガスの正しいご使用方法に関する情報発信や、安全なガス機器・設備の普及促進活

動に取り組んでいきます。

担当：広報部 野村、山田
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２０１０年度「ガスと暮らしの安心運動」の実施について



■「ガスと暮らしの安心運動」概要

・実施期間：９月１日（水）～１１月３０日（火）

・主催：（社）日本ガス協会 （社）日本簡易ガス協会

・後援：経済産業省原子力安全・保安院

・協賛：（社）日本ガス石油機器工業会 ガス警報器工業会

・重点周知項目

１．換気の必要性について

換気が不十分な場合、ガス機器が不完全燃焼を起こし、一酸化炭素中毒の原因と

なることもあります。お風呂場以外の屋内でガス機器を使用するときは、換気扇

を回す、窓を開けるなど、必ず換気を行ってください。

２．ガス管の資産区分について

お宅の敷地内に埋まっているガス管は、お客さまの資産です。約２０年を目安に、

亜鉛メッキ鋼管は地震に強く錆びないポリエチレン管などへの交換をお願いし

ます。

３．複合型警報器の設置について

複合型警報器は、火災、ガス漏れ、一酸化炭素（不完全燃焼により発生）をいち

早く検知して、音声とランプで知らせ、ご自宅の安心を２４時間見守ります。

４．ガス機器とガス器具の正しい接続について

ガス器具とガス栓は、タイプにより接続に使用するゴム管、ガスコードが異なる

ので、正しく接続してください。


